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また『戦史叢書 中国方面海軍作戦〈2〉』では，10日後の 5 月30日午後 9 時前後にも国籍不明の
飛行機が現れ，陸軍の西部防衛司令部が約 4 時間にわたり空襲警報を発令したことが記載されて
































































































いるだけであった。それによると，5 月30日夜 9 時に鹿児島県から国籍不明機 2 機が侵入し，熊本







































































































まず，防空訓練について確認していく。5 月30日の国籍不明機侵入から10日後の1938年 6 月10
日から11日にかけて，西部防衛司令部の管轄地域で防空訓練が行われた。これが行われた経緯と




情報伝達訓練であったことが分かる。『九州日日新聞』でも，6 月 3 日に「最近の情勢に鑑み 防空
の基礎的訓練」という見出しで，西部防衛司令部の発表が掲載されており，『宮崎新聞』と同様
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